
 

 

 

 

 

〔 博 士 論 文 概 要 〕  

 

矯正施設における実証的根拠に基づく  

査定と処遇の在り方に関する研究  

 

－再犯リスクと自傷行為に着目して－  

 

 

平 成 ２ ７ 年 度  

 

高  橋   哲  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波大学大学院  人間総合科学研究科  

 生涯発達科学専攻  

 
 

 



 

 

論 文 の 内 容 の 要 旨  

 

（ 目 的 ）  

本 博 士 論 文 は ， 矯 正 施 設 に お け る 再 犯 防 止 に 資 す る 効

果 的 な 査 定 と 処 遇 を 推 進 す る た め の 基 礎 資 料 を 提 供 す る

こ と を 目 的 に ，特 に ，「 再 犯 リ ス ク 」及 び「 自 傷 行 為 」に

着 目 し て 実 証 的 な 検 討 を 加 え た も の で あ る 。  

 

 (対 象 と 方 法 )  

本 博 士 論 文 は ， 三 部 か ら 構 成 さ れ ， 第 一 部 （ 第 １ 章 か

ら 第 ４ 章 ） で は 理 論 的 背 景 の 検 討 ， 第 二 部 （ 第 ５ 章 か ら

第 1 0 章 ）で は デ ー タ に 基 づ く 実 証 的 な 検 討 ，第 三 部（ 第

1 1 章 か ら 第 1 2 章 ） で は 前 記 二 部 を 踏 ま え た 上 で の 総 括

と し た 。  

第 一 部 に お い て は ， 研 究 を め ぐ る 社 会 的 背 景 に つ い て

論 じ る と と も に ， 犯 罪 ・ 非 行 臨 床 に お い て 特 に 再 犯 リ ス

ク と 自 傷 行 為 に 着 目 す る 意 義 と 必 要 性 に つ い て 論 じ た

（ 第 １ 章 ）。そ の 上 で ，再 犯 リ ス ク 及 び 自 傷 行 為 に 関 す る

先 行 研 究 を 概 観 し ， 各 領 域 の 研 究 の 現 状 と 課 題 に つ い て

明 ら か に し た（ 第 ２ 章 及 び 第 ３ 章 ）。さ ら に ，前 章 ま で の

検 討 を 踏 ま え ， 本 博 士 論 文 の 目 的 と と も に ， そ の 構 成 に

つ い て 提 示 し た （ 第 ４ 章 ）。  

第 二 部 は ， 再 犯 リ ス ク （ 第 ５ 章 ～ 第 ７ 章 ） 及 び 自 傷 行

為（ 第 ８ 章 ～ 第 1 0 章 ま で ）に 関 す る 実 証 的 検 討 の 二 つ に

大 別 し ， デ ー タ を 基 に 検 討 を 加 え た 。 具 体 的 な 研 究 の 対

象 と 方 法 と し て は ， 少 年 鑑 別 所 及 び 刑 務 所 の 被 収 容 者 を

対 象 と し ， 質 問 紙 ， 面 接 調 査 ， 矯 正 施 設 の 保 有 す る 記 録

に 基 づ く 調 査 を 併 用 し て 研 究 を 実 施 し た 。  



 

 

第 三 部 に お い て は ， 第 二 部 ま で 得 ら れ た 知 見 を 踏 ま え ，

施 策 ・ 臨 床 の 両 面 か ら 総 合 的 に 考 察 を 加 え た （ 第 1 1 章 ）

上 で ，本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題 に つ い て 論 じ た（ 第 1 2

章 ）。  

 

 (結 果 )  

第 二 部 の 前 半 で は ， 主 と し て ， 再 犯 率 の 低 下 に 寄 与 す

る 再 犯 リ ス ク の 査 定 の 在 り 方 に つ い て 実 証 的 な 検 討 を 加

え た 。 具 体 的 に は ， 再 犯 リ ス ク の 査 定 の た め に 開 発 さ れ

た リ ス ク ア セ ス メ ン ト ツ ー ル の 我 が 国 へ の 適 用 可 能 性 を

検 討 す る た め ， 少 年 鑑 別 所 を 退 所 し た 被 収 容 者 を 対 象 に

追 跡 調 査 を 行 い ， そ の 再 犯 に 関 す る 予 測 妥 当 性 を 検 討 し

た 。 そ の 結 果 ， 再 犯 の 生 起 だ け で な く 再 犯 ま で の 期 間 と

い う 観 点 か ら も 十 分 な 予 測 的 妥 当 性 を 有 し て い る こ と が

示 さ れ た（ 第 ５ 章 ）。次 に ，リ ス ク ア セ ス メ ン ト ツ ー ル と

臨 床 家 の リ ス ク 判 断 の 再 犯 予 測 の 精 度 を 比 較 し た と こ ろ ，

欧 米 の 先 行 研 究 と 同 様 に ， 臨 床 家 の 判 断 に 比 し て リ ス ク

ア セ ス メ ン ト ツ ー ル の 方 が 予 測 の 正 確 性 と い う 観 点 に お

い て 優 れ て い る こ と が 示 唆 さ れ た（ 第 ６ 章 ）。さ ら に ，リ

ス ク ア セ ス メ ン ト の 理 論 的 背 景 で あ る リ ス ク 原 則 に 則 っ

た 処 遇 の 実 施 が ， 我 が 国 の 非 行 少 年 の 再 犯 率 の 低 下 を も

た ら す か 否 か を 検 討 し た と こ ろ ， お お む ね リ ス ク 原 則 を

支 持 す る 結 果 が 得 ら れ た （ 第 ７ 章 ）。  

第 二 部 の 後 半 で は ， 主 と し て ， 自 傷 行 為 の 実 態 に つ い

て 多 角 的 か つ 実 証 的 に 検 討 を 加 え た 。 具 体 的 に は ， 少 年

鑑 別 所 の 被 収 容 者 を 対 象 に 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 結 果 ，

男 子 に 比 し て 女 子 の 生 涯 経 験 率 が 有 意 に 高 い こ と ， 習 慣

群 の 占 め る 比 率 も 女 子 に お い て 有 意 に 高 く ， 慢 性 化 ・ 嗜



 

 

癖 化 し て い る 者 が 多 い こ と ， 非 習 慣 群 よ り も 習 慣 群 の 方

が 抑 う つ 及 び 解 離 が 重 篤 で あ り ， 被 虐 待 体 験 の 該 当 比 率

も 有 意 に 高 い こ と ， 自 傷 行 為 は 感 情 調 整 等 の 複 数 の 異 な

る 機 能 を 有 し て い る こ と と い っ た 結 果 が 得 ら れ た （ 第 ８

章 ）。次 に ，矯 正 施 設 の 被 収 容 者 と 一 般 群 と の 間 で 自 傷 行

為 の 体 験 率 や 機 能 が 異 な る か 否 か を 比 較 検 討 す る た め ，

少 年 鑑 別 所 の 被 収 容 者 と 非 臨 床 群 で あ る 大 学 生 に 対 し て

同 一 の 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 ， 年 齢 や 性 別 を

統 制 し た 上 で も ， 鑑 別 所 群 は 大 学 生 群 に 比 べ て 自 傷 行 為

の 生 涯 経 験 率 が 高 い こ と ， 性 別 や 調 査 対 象 者 の 区 分 や 自

傷 行 為 の 頻 度 に よ り 自 傷 行 為 に 求 め ら れ る 機 能 も 異 な る

こ と が 示 唆 さ れ た（ 第 ９ 章 ）。最 後 に ，自 傷 行 為 と そ の 背

景 要 因 と し て の 児 童 期 の 虐 待 被 害 と の 関 連 を 検 討 す る た

め に ，成 人 の 薬 物 事 犯 受 刑 者 を 対 象 に 質 問 紙 を 実 施 し た 。

そ の 結 果 ， 虐 待 被 害 頻 度 が 高 い 者 ほ ど ， 故 意 の 自 損 行 為

を 有 意 に 多 く 行 っ て い る こ と ， 性 別 や 年 齢 を 統 制 し た 上

で も ， 児 童 期 に お け る 日 常 的 な 被 虐 待 体 験 が 習 慣 的 な 自

傷 行 為 に 該 当 す る 者 の 比 率 を 高 め る ほ か ， 成 人 に 達 し て

か ら の 薬 物 以 外 の 犯 罪 行 為 の リ ス ク を 高 め る こ と が 示 さ

れ た （ 第 1 0 章 ）。  

 

(考 察 )  

第 三 部 で は ， 第 二 部 ま で の 結 果 を 踏 ま え ， 再 犯 リ ス ク

の 査 定 と そ の 査 定 結 果 の 活 用 の 在 り 方 や ， 被 収 容 者 の 自

傷 行 為 の 適 切 な 理 解 と 対 処 の 在 り 方 に つ い て 考 察 を 加 え ，

施 策 及 び 臨 床 実 務 の 双 方 の 観 点 か ら の 提 言 を 行 っ た （ 第

1 1 章 ）。 具 体 的 に は ， リ ス ク ア セ ス メ ン ト ツ ー ル の 我 が

国 へ の 適 用 に 際 し て の 留 意 点 ， リ ス ク ア セ ス メ ン ト ツ ー



 

 

ル が 意 思 決 定 に も た ら す 効 用 と 限 界 ， 臨 床 家 の 判 断 と の

融 合 の 在 り 方 の ほ か ， 自 傷 行 為 の 機 能 の 的 確 な 把 握 の 必

要 性 ， 自 傷 行 為 と 自 殺 行 動 と の 関 連 の 検 討 ， 被 虐 待 体 験

と の 関 連 や そ の 犯 罪 ・ 非 行 臨 床 上 の 取 扱 い と い っ た 観 点

か ら の 考 察 を 加 え た 。 さ ら に ， 本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課

題 に つ い て も 論 じ た （ 第 1 2 章 ）。  

再 犯 リ ス ク と 自 傷 行 為 と い う 視 点 は ， 矯 正 施 設 に お け

る 査 定 と 処 遇 を 考 え る 上 で 欠 か せ な い も の で あ る が ， こ

れ ま で 我 が 国 の 犯 罪 ・ 非 行 臨 床 に お い て は 実 証 的 な 知 見

の 積 み 重 ね は 必 ず し も 十 分 で は な か っ た 。 他 者 を 害 す る

行 為 と 自 己 を 破 壊 す る 行 為 の 双 方 に 注 視 し 検 討 を 加 え る

こ と で ， 犯 罪 者 や 非 行 少 年 に つ い て の 査 定 の 射 程 が 広 が

り ， 今 後 ， 一 層 効 果 的 な 処 遇 に つ な が る こ と が 期 待 さ れ

る 。  


